
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用）  教科　保健体育 科目　保健
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組　・ Ｃ 組

教科担当者：

使用教科書： （

教科 の目標：

科目 の目標：

〇 〇 〇 1

事故は、地域、職場、家庭、学校など様々な場面
において発生していることを学ぶ。また事故を防
止したり事故の発生に伴う傷害等を軽減したりす
ることを目指す安全な社旗の形成には、交通安
全、防災、防犯などを取り上げて、法的な整備な
どの環境整備などが必要であることを学ぶ。

けがや急病に対する応急手当の意義や方法につい
て学び、日常的な応急手当ができるようにする。
また、心肺停止状態の人の命を救うために行う心
肺蘇生法の意義と方法を学び、実習を通して正し
く実施できるようにする。

〇 〇 〇 2

1

運動、食事、休養・睡眠といった生活習慣が、生活習慣病の
予防をはじめ、健康の保持増進に大きく関連していることを
学ぶとともに、人々が適切なライフスタイルを身につけるた
めの対策を考える。

定期考査 〇 〇 〇 1

喫煙、飲酒、薬物乱用が心身にもたらす健康問題と社会問題
について学ぶとともに、それらの問題と社会問題を改善する
ための、個人や社会の対策について考える。

おもな精神疾患と要因、予防と治療、また精神保健の課題に
ついて学ぶとともに、精神疾患の適切なケアのたの社会環境
について考える。

新興感染症や再興感染症といった現代の感染症の現状と今日
的課題、予防対策について学ぶ。また性感染症・エイズの実
態と課題について、日本および世界の現状を学ぶ。また感染
症予防について、個人や社会の対策について考える。

健康の保持増進のための環境づくりについて説明できるよう
にする。のための意思決定・行動選択の重要性と影響する要
因について学び、よりよい意思決定・行動選択の方法や工夫
の仕方について学ぶ。また健康づくりには、ヘルスプロモー
ションの考え方にもとづく環境づくりが重要であることを学
ぶ。

２．安全な社会の形成

３．交通における安全

５．日常的な応急手当

1

1

２単元「安全な社会生活」
安全な社会づくり、応急手当
について理解するとともに、
課題を見つけ、その解決に向
けて考え、表現できるように
する。

【知識・技能】
・健康を保持増進す
るためにの基本的事
項について理解して
いるか。・健康問題
の解決に役立つ知識
を身につけている
か。
　
【思考力、判断力、
表現力等】
・健康問題の解決の
ために、学習したこ
となどを参考に考え
ているか。・身近な
生活の中の健康問題
に気付いている
か。・健康の大切さ
を理解しているか。

【主体的に学習に取
り組む態度】
・意欲的に学習に取
り組んでいるか。
 
【知識・技能】
・健康を保持増進す
るためにの基本的事
項について理解して
いるか。・健康問題
の解決に役立つ知識
を身につけている
か。
　
【思考力、判断力、
表現力等】
・健康問題の解決の
ために、学習したこ
となどを参考に考え
ているか。・身近な
生活の中の健康問題
に気付いている
か。・健康の大切さ
を理解しているか。

【主体的に学習に取
り組む態度】
・意欲的に学習に取
り組んでいるか。
 
 
 
 
 
【知識・技能】
・健康を保持増進するため
にの基本的事項について理
解しているか。・健康問題
の解決に役立つ知識を身に
つけているか。
【思考力、判断力、表現力
等】
・健康問題の解決のため
に、学習したことなどを参
考に考えているか。・身近
な生活の中の健康問題に気
付いているか。・健康の大
切さを理解しているか。
【主体的に学習に取り組む
態度】
・意欲的に学習に取り組ん
でいるか。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 ○

１．事故の現状と発生要
因

合計
39

１３．精神疾患の予防

１４．精神疾患からの回
復

５．がんの治療と回復

１６．感染症の予防

１７．性感染症・エイズ
とその予防

１８．健康に関する意思
決定・行動選択

８．休養・睡眠と健康

復習・考査準備

定期考査

１５．現代の感染症

９．喫煙と健康

１０．飲酒と健康

１１．薬物乱用と健康

１２．精神疾患の特徴
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【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇 〇 1

１
学
期

〇 〇 〇 1

〇 〇 〇 1

〇 〇 〇

〇 〇 〇 1

〇 1

〇 1

大修館　現代高等保健体育 ）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
つけるようにする。

指導内容指導項目

個人生活および社会生活における健康・安全に
関する諸問題について理解し、技能を習得して
いる。

個人生活や社会生活における健康・安全につい
て、課題を見つけ、その解決をめざして適切な
方法や解決方法を考え、表現している。

個人生活や社会生活における健康・安全につい
て関心をもち、学習に進んで取り組んでいる。

知 思 態
配当
時数

評価基準単元の具体的な指導目標

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

保健

【知識及び技能】

〇 〇 〇 1わが国の現在の健康水準や健康問題の変化、および今日の健
康課題について学ぶ。健康の成立要因をふまえて、自分なり
の健康のとらえ方について考える。

わが国の死因の第１位となっているがんについて、その種
類、原因、予防、治療について学ぶとともに、社会的対策の
現状と必要性について考える。

７．食事と健康

〇〇〇
４．応急手当の意義とそ
の基本

１．健康の考え方と成り
立ち

２．私たちの健康のすが
た

３．生活習慣の予防と回
復

４．がんの原因と予防

2

1

生活習慣病の種類とその要因について学ぶとともに、予防、
早期発見、個人や社会の対策について考える。

〇 〇 〇 1

〇 〇

保健体育 保健 1

（Ａ組：北川） （Ｃ組：北川）

ガイダンス

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

２
学
期

３
学
期

１単元「現代社会と健康」
健康の考え方、現代の感染
症とその予防、生活習慣病
などの予防と回復、喫煙、
飲酒、薬物乱用と健康、精
神疾患の予防と回復につい
て、課題を見つけ、その解
決に向けて考え、表現でき
るようにする。

答案返却・復習

１９．健康に関する環境
づくり

復習・考査準備

答案返却・復習

１単元「現代社会と健康」
健康の考え方、現代の感染
症とその予防、生活習慣病
などの予防と回復、喫煙、
飲酒、薬物乱用と健康、精
神疾患の予防と回復につい
て、課題を見つけ、その解
決に向けて考え、表現でき
るようにする。

６．運動と健康

答案返却・復習・まとめ 答案返却 答え合わせ ３学期学年振返り

６．心肺蘇生法

定期考査

復習・考査準備


